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茂＼） �「∴： ー！　　9月7日、町長 

カ さま �「最高齢者とし“ 諒諒ました」これは、 「町民の期待や｛ 

／葦薫　でこられた皆さん 

長が町内最高齢者の大谷高さん （広波）、中村シケ

茂岡トヨカさん（遠賀園）の3人を訪ねました。

明治28年の生まれです。

てまさに町民の期待や願いの大きな指針となられ

町長が皆さんにおくったお祝いの言葉。

願いの大きな指針」 一世紀の日本を見つめ

は、まさにその言葉がピッタリです。

〔長寿おめでとうございます〕

9月2盟長寿者合冊
（敬称略・生年月日順）

住所 �瞥整調闇雲憂1；！1 �氏　名 �番付 �音韻臆測漢 �騒き謀．積雪 �住所 

静光園 �99歳（甑7．12） �中村シケル � �大谷　高 �99歳（賦6．17） �広　漉 

遠賀園 �9蝦（甑9．18） �茂岡トヨガ � �森下喜三郎 �96歳（M掴．5〉 �遠賀川 

遠賀園 �98歳（lI29．7．15） �梶原ヨシ � �柴田薯平 �96歳（脚8．1〉 �遠賀園 

木　守 �97歳（咽il．12） �高崎ユタカ �料慈 �石松寛郎 �95歳（鵬1．11．16） �上別府 

静光園 �97歳（甑7．18〉 �遠藤ダケノ �随一 �入江喜郎 �94歳（M32．1咽） �鬼　津 

木　守 �97掛甑8．21） �磯部瀧子 �紙ニ �中村籍碓 �94歳〈M33．日） �木　守 

浅　木 �9臓（1131．吊） �有吉歌子 �随喜 �油滴順一 �92歳（賦4用 �尾　崎 

虫生津 �9（滅（hl掴．22） �小田ミサラ �嗣m �柳井奥社 �92歳（鵬7蘭 �浅　木 

広　波 �96歳（鵬1．7．1） �未森貴美子 �紙重 �河原英士 �92歳咽．9割 �静光園 

通貨国 �95歳0131．il．30） �和田キク �弱電念 �二村義彦 �91歳（鵬11．15） �鬼　津 

広　漉 �95歳。132．2．11〉 �柴田トヨ �縦e �大村武雄 �91歳（鵬！．18） �尾　崎 
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；緊急ボタンかペ省トボタンを押す 
○　　　緊急連絡受信センターである 

；遠賀郡消防本部背離いる 

iF韮 “一書教急事等が出動受信センターより 

1 l 

i S m“－ lO i； �〇〇 〇〇 �“謂 � 

いて �てなんらか �l 
，＿▲a �℡屑1劇場 �○○ 

遠賀 �相談ボタンを押す 
∴ 

町は在宅介護支援センター、 

水巻町・芦屋町・岡垣町は協力貝 
が相談を受け付けます。 

安
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
広
げ
ま
す

高
齢
者
が
急
病
な
ど
の
際
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
遠
賀
郡
消
防
本
部
に
連
絡
で
き
る
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
か

9
月
1
4
日
、
郡
内
一
斉
に
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
が
対
象
と
な
る
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
消
防
本
部
へ
の
緊
急
通
報
回
線
の
ほ
か

に
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
る
回
線
も
備
え
て
お
り
、
担
当
職
員
が
お
年
寄
り
の
悩
み
や
相

談
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

増
え
つ
づ
け
る
一
人
暮
ら
し
の

お
年
寄
り
に
力
強
い
味
方

今
回
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入

は
、
町
が
進
め
て
い
る
「
老
人
保
健
福

祉
計
画
」
　
の
中
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一

つ
で
す
。
こ
の
計
画
を
作
成
す
る
た
め

町
で
は
平
成
5
年
6
月
に
高
齢
者
実
態

調
査
を
行
い
ま
し
た
（
結
果
は
広
報
「
お

ん
が
」
2
月
1
0
日
号
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
）
。
そ
の
調
査
の
結
果
、
お
年

寄
り
の
多
く
が
「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

の
整
備
」
を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
一
人
で
暮

ら
す
お
年
寄
り
が
、
急
病
や
突
然
の
事

故
に
対
し
て
常
に
不
安
を
抱
い
て
い
る

こ
と
の
表
れ
と
言
え
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
不
安
を
取
り
除
く
一
つ
の
手
だ
て
と

な
る
の
か
、
こ
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

です。こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
一
人
暮
ら
し
の

お
年
寄
り
を
二
十
四
時
間
体
制
で
見
守

る
緊
急
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
中
心

と
な
り
ま
す
。

先
の
高
齢
者
実
態
調
査
で
は
、
町
内

の
高
齢
者
独
居
世
帯
が
確
実
に
増
え
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
〔
表
1
〕
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
こ
の
シ
ス
テ

ム
は
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
に

と
っ
て
力
強
い
味
方
に
な
る
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け

簡
単
な
操
作
が
魅
力

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
、
郡
消
防
本

部
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
一
人
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
の
自
宅
に
置
か
れ
た
端
末

機
　
（
送
信
機
）
　
が
電
話
回
線
で
結
ば
れ

て
い
ま
す
。

突
然
の
事
故
や
急
に
具
合
が
悪
く

な
っ
た
と
き
に
、
端
末
機
の
緊
急
ボ
タ

ン
を
押
す
だ
け
で
、
消
防
本
部
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ま
た
、
付
属
の
ペ
ン
ダ
ン

ト
も
あ
り
、
い
つ
も
身
に
つ
け
て
い
れ

ば
端
末
機
か
ら
離
れ
た
場
所
か
ら
で
も

緊
急
時
の
送
信
が
可
能
で
す
。

も
ち
ろ
ん
斌
末
機
は
、
普
通
の
電
話

機
の
よ
う
に
会
話
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
緊
急
ボ
タ
ン
を
押

せ
ば
、
消
防
本
部
の
モ
ニ
タ
ー
に
通
報

者
の
名
前
が
自
動
的
に
で
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
住
所
や
名
前
を

名
乗
ら
な
く
て
も
、
ど
こ
の
だ
れ
か
ら

の
通
報
か
が
瞬
時
に
把
握
で
き
ま
す
。

ま
た
、
消
防
本
部
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
は
、
対
象
者
の
既
往
症
や
掛
か

り
つ
け
の
医
師
や
近
所
に
お
住
ま
い
の

協
力
員
な
ど
も
登
録
し
て
あ
り
、
そ
の

時
の
状
況
に
応
じ
た
救
助
活
動
が
行
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

緊
急
時
の
通
報
の
ほ
か
こ
の
シ
ス
テ

ム
に
は
も
う
一
つ
の
機
能
が
あ
り
ま
す
。
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一∴∴∴　∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊総 

報国圏話芸墓ニ 

励通式で諦念樋諮

轡撥艶／＼＼＼－＼終端講誰霊 �� ��に　で通　の　す　の　な　す　賀　口　予　き　は　の’予 

ヽ∴∴ �早ま部行で住報 。’モれ給シス そこたをステ のタo待テム 聞i緊つムの � � �広「報　と　○　お　毎　○　町　は　走、、人　こ　走 

げ安　シ　き　そ　年　目　町　の、で　シ　毎の　の　数 
て　心　ス　の　ん　蕾　を　内担各す　ス　年約数　に 
い　の　テ　救　な　り　過　に　当　町　○　テ、一　は　到 
き　ネ　ム　助　不　も　ご　は　窓の　　ム　利　割　一連 

ヾヾこぶ＼辛＼、｛こ急町の開 　生へ∴＼＼ン　ヾ＼ ��� �た　ツ　○　活　安　少　し　病　口　役　　の　用　に　人　し 

いト　　動　を　な　て　気　は　場　　整看過暮　て 

そ
れ
が
相
談
機
能
で
す
。
端
末
機
の
相

談
ボ
タ
ン
を
押
す
と
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
（
芦
屋
町
、
水
巻
町
、
岡
垣
町

は
協
力
員
）
　
に
電
話
が
つ
な
が
り
ま
す
。

特
別
発
議
老
人
ホ
ー
ム
　
「
遠
賀
園
」

の
と
な
り
に
あ
る
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
職

員
が
、
い
つ
で
も
お
年
寄
り
の
病
気
な

ど
に
つ
い
て
の
不
安
や
悩
み
事
の
相
談

に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

あ
り
ま
す
。

福
祉
課
福
祉
係
で

偏
を
進
め
て
い
く

数
を
増
や
し
て
い

度
は
す
で
に
設
置

今
年
度
は
遠
賀
町
で
二
十
人
が
利
用

毎
年
、
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す

解
消
し
、
も
し
も

9
月
1
4
日
、
緊
急

通
式
で
は
、
町
内

現
在
、
町
内
で
は
、
申
し
込
み
の
あ
っ

た
二
十
人
の
お
年
寄
り
が
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
今
年

ワ
ー
ク
」
を
町
中

情
報
が
表
示
さ
れ

利
用
者
と
消
防
本

長
と
の
記
念
通
話

ボ
タ
ン
を
押
し
て

わ
ず
か
2
5
秒
と
い



秋だから・・・ 始めませんか �轡 �i 蔭 ∴‾† �憾ニ“： ∴∴ i〈 ＿“一言l ：でき ′測 潮音漢音醗 ��／ 薬 子 鱒 醸、／－ 

書棚国書81：≡　▲　きま－ 

ル高ミ　…●消昇か ∴：∴三：三∴三∴∴ ��／ 」 ��� 

∴：三：「：÷ 敵城ポI Iらの　6解んん ��ま �� 
一／／／／ぐ志 　も∴∴／熊漆 

7館1。場日　ダレ　さ会後入時時学通過最高責了剣　遼　3。申円会対特牛日 　　　●　　　●　●　　　　　　　　　　　　●　●●●　● 
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蘭。脚までに町触ら酷があっ棚剛。 1＼盛 �スポーツの結果 －● 

望二＿　　夏をかっ飛ばし・祐二アタック �みんな掃いてました 

ら　　　公民館対抗小学生ソフトボール・Iルーポール大会 

この日ばかりは宿題を忘れてゲームに熱中－8月28日、夏休み

最後の日曜日恒例の公民館対抗小学生ソフトボール・バレーボール
大会が総合運動公園内の施設で行われました。

大会の結果
ソフトボール大会▽優勝＝芙蓉▽準優勝二木守▽3位＝新町
バレーボール大会□Aパート▽優勝＝遠賀Iii▽準優勝＝芙蓉

口Bパート▽優勝＝田園北▽韓優勝＝広波

九州の壁は厚かった

島Plリトルシヤーク惜敗

8月28日、三池耶馬田町で行われたB＆G

族争奪有明海沿岸少年ソフトボール大会に町
内から島門リトルシヤークが出場。九州ナン
パー1をめざし大会に望みました。しかし、

結果はクジ運の悪さもあって1回戦で日向市
のチームに2対1で惜敗。九州の壁は厚かっ

たようです。

＿程 近」一三： 

i／ン‾　醗i鞠 

失敗したってトンマイ、楽しくやりましょう

公民館対抗壮年ソフトボール大会

町長と町議会議長の始球式で幕が
開く－今山で12回日の公民館対抗
ソフトボール大会は、22チームが参

加し、9月4日遠賀総合運動公園で
行われました。

大会の結果
▽優勝＝上別府▽準優勝＝芙誓
▽3位＝松ノ木・老良

三三三二三＿」圭

擬

ヽ

遠
賀
町
青
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
が

八
幡
西
地
区
少
年
柔
道
大
会
で
3
連
覇

9
月
4
日
、
八
幡
西
柔
剣
道
場

で
行
わ
れ
た
八
幡
西
地
区
少
年
柔

道
大
会
で
遠
賀
町
青
少
年
柔
道
ク

ラ
ブ
が
大
活
躍
。
団
体
戦
で
A

チ
ー
ム
が
優
勝
、
B
チ
ー
ム
も
3

位
の
戌
紙
を
お
さ
め
ま
し
た
。

個
人
戦
の
結
果
　
（
敬
称
略
）

□
小
学
1
年
▽
3
位
＝
松
田
一
輝

口
同
2
年
▽
優
勝
＝
村
田
秀
太
郎

▽
2
位
＝
松
田
啓
悟
□
同
3
年
▽

優
勝
＝
松
山
博
隆
▽
3
位
＝
船
戸

克
也
口
岡
4
年
▽
優
勝
＝
平
田
鷹

司
口
同
5
年
▽
優
勝
＝
山
口
芳
広

▽
2
位
＝
高
崎
線
臣
□
同
6
年
▽

優
勝
＝
囁
崎
弘
樹
口
中
学
女
子
の

部
▽
3
位
＝
佐
濡
ち
す
か

短
歌
（
お
ん
が
温
歌
会
縁
革
）

河
中
　
指
喜
選

消
え
去
り
し
歴
史
の
長
崎
わ
び
し
か
り

原
爆
坂
下
の
時
よ
み
が
え
る

言
開
　
録
朗

台
風
の
予
報
伝
え
い
し
時
の
間
を

仙
台
育
英
高
校
逆
転
な
せ
り

大
場
ト
シ
ミ

夜
更
け
時
浅
さ
眠
り
を
蛍
さ
れ
る

夜
な
き
そ
ぼ
屋
の
笛
の
音
聞
こ
ゆ

河
原
タ
ツ
ミ

家
事
終
え
て
寛
ぐ
朝
の
ひ
と
と
き
を

蠣
鳴
く
に
耳
か
た
む
け
る伊

藤
ア
キ
コ

曲
が
り
角
右
へ
曲
が
れ
ば
良
か
っ
た
と

時
に
は
思
い
今
日
も
働
く高

崎
　
佳
子

俳
句
（
運
算
俳
奏
句
会
抄
）

池
田
　
幸
利
達

思
案
し
て
鷺
の
翔
ち
た
る
青
田
か
な

岩
萩
　
信
江

本
堂
の
暗
さ
に
な
れ
て
昼
の
虫

小
野
多
恵
子

健
診
の
列
に
加
わ
り
秋
馨
し川

上
　
久
夫

自
涜
ひ
の
井
戸
の
ほ
と
り
の
椿
の
実

績
手
　
　
進

行
場
ぐ
ち
よ
り
末
枯
れ
の
し
の
び
よ
る

柴
田
と
も
子
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遠賀園の安高さん（左）の説明に鋭心に聞き入る参加者

町内から4人が功労者表彰
福岡県高齢者福祉大会

9月2日、福岡市のメルパルクホール補岡で行わ

れた福岡県高齢者福祉大会で、遠賀町から4人の皆

さんが功労者表彰を受けました。

晴れの受賞者（敬称略）

□県知事表彰

里山積市（現・町老人クラブ連合会会長）

□県老人クラブ迎合会会長表彰

国吉光之（間・中火ix，老人クラブ会長）

舛添　新（前・若松iX．老人グラフ会長）

杉松暢之（現・芙蓉ix，老人クラブ会長）

壬‖ �辱 ��∴÷ 
拒盲　／gi　　言⊥ ���～ 
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し　か　わ　今一一一　い　国　さ　ら　　徳　む　こ　価浅　口　擾 
て　つ　ら　年　メ　な　で　れ　れ強　さ　遠　バ値危本　っ　尾 

けかもの捕る　締結羅糟 �������∴：罵 

∴、了 �∴∴∴∴薫 
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高
齢
者
が
南
齢
化
社
会
を
支
え
る

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
施
設
見
学

9
月
1
4
日
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
婦
人
部
役
員

約
五
十
人
が
、
浅
木
に
あ
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
「
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
神
会

で
私
た
ち
蕗
齢
者
に
も
役
に
立
つ
こ
と
が
き
っ
と
あ
る

は
ず
し
。
そ
ん
な
気
鵜
ち
で
の
視
察
だ
け
に
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
述
質
問
の
安
高
施
設
長
の
話
に
聞
き
入
る

常
さ
ん
の
表
梢
は
真
剣
そ
の
も
の
で
す
。
「
高
齢
者
と

い
っ
て
も
、
元
気
な
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
で
き
る

こ
と
は
自
分
で
す
る
、
お
互
い
が
助
け
合
い
な
が
ら
不

可
能
を
可
能
に
す
る
。
そ
ん
な
気
持
ち
が
こ
れ
か
ら
の

高
齢
化
社
会
を
支
え
て
い
く
と
思
う
ん
で
す
」
と
、
参

加
者
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

受
賞
者
の
皆
さ
ん
　
向
か
っ
て
右
か
ら
豊
山
さ
ん

国
吉
さ
ん
、
舛
添
さ
ん
、
杉
松
さ
ん



ヽ
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スピードの怖さ、再認識

高齢者安全運転教室

運転経験は豊話。ベテランドライハ一そろいの高

齢者安全運転教室が9月25日、おんが自動車幸枝で

行われました。14人の参加者は運転適性検査を受け

たあといよいよ教溜コースへ。約5分間の誰沼の中

には、歩行者の急な飛び出しへの対処方法なとも含

まれます。「スピードの出しすぎた」と思ったとこ

ろへ、人形が飛び出す。，」上まれなかった人、寸前で

剛こ合った人と結果はそれぞれでしたが、スピード

の怖さは、だれもが再認識したようすでした。

」＿＿．＿＿一二聖望茎隻堅塁蔓空」竺

○会頭課金画調匪繚

写かも∴をが生見のそ湧いで虫残までい 鵠鵜網羅華。つまでも守り続 
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「
ふ
る
さ
と
は
こ
の
町
で
す
」

準
ミ
ス
ユ
ニ
バ
ー
ス
の
賀
来
尚
子
さ
ん

「
す
ら
り
と
伸
び
た
長
身
に
す
で
き
な
笑
顔
」
さ
わ

や
か
と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
の
写
真
の
女
性
は
、
一

九
九
回
年
の
浄
ミ
ス
ユ
ニ
バ
ー
ス
日
本
代
表
の
賀
来
尚

子
さ
ん
。
実
は
、
尚
子
さ
ん
の
お
母
さ
ん
は
、
別
府
に

お
住
ま
い
の
松
本
信
さ
ん
の
長
女
に
あ
た
る
方
で
す
。
尚

子
さ
ん
が
役
場
を
訪
れ
た
の
は
9
月
1
3
日
。
仕
事
の
た

め
大
分
県
宇
佐
市
へ
行
く
途
中
、
「
お
母
さ
ん
の
ふ
る

さ
と
へ
も
」
と
、
遠
賀
町
に
立
ち
寄
っ
た
際
、
松
本
さ

ん
が
「
ぜ
ひ
」
と
彼
女
を
う
な
が
し
役
場
を
訪
間
。
現
在
、

大
阪
に
住
ん
で
い
る
尚
子
さ
ん
に
と
っ
て
は
久
し
ぶ
り

の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
の
再
会
、
そ
し
て
、
お
母
さ
ん
の

ふ
る
さ
と
へ
の
訪
間
に
な
り
ま
し
た
。
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納税 

町県民税（3期） 

10月31日（月）まで 

役場293－1234 � 

中興公民績 � 

展示ロビーだより 

●展示作品 

俳画鏡像 

油絵 

●目示期間 

10月29日（土）まで 

轡綴鬱襲き � 

臼田属国念碗酉⑯』 

i吋 
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○と　き 

10月23日（日） 
午前9時～午後3時 

○とこう 

航空自衛隊芦屋基地 

基地内へは行事実施時間内であれ 
ぱどなたでも出入りできます。 
●問い合わせ 

基地渉外室　℡223－0981 

イ

夜間、人工透析を受けている方へ

腎臓疾患患者
福祉給付制度があります

夜間に人工透析による治療を（治療開

始が午後5時以降の場合）受けられてい

る腎臓疾患患者に対し、交通賞の一都（月

額2，000円）を助成します。なお、この制

度には、給付の制限、所得の制限があり

ます。

●受給貿棺（D福岡県内に居住し、人工

透析を受けている人②腎臓権能障害に

よる身体障害者手帳を所持している人

③夜間の人工透析治療回数が1か月に

5回以上の人。のいずれにも該当する人。

●申し込み10月14日（金）までに遠賀

福祉事務所℡（601）2121へ

（申請書、添付書類は、福祉事務所に

あります）

4
か
月
児
健
康
診
室
が
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
は
保
健
衛
生
係

◆
乳
児
相
談

●
と
き
　
同
月
2
5
日
　
（
火
）
　
午
前
9

時
5
0
分
～
1
0
時
5
0
分

●
対
象
　
生
後
1
か
月
－
1
2
か
月
児

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
和
室

●
内
容
　
体
重
、
身
長
測
定
、
離
乳
食

指
導
と
試
食
、
保
健
婦
に
よ
る
保
健

指
導
な
ど

●
掠
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
料
金
　
無
料

◆
4
か
月
児
健
康
診
査

●
と
き
　
1
0
月
2
0
日
　
（
木
）
、
午
後
1

時
m
分
－
1
時
4
0
分

●
対
象
　
生
後
4
か
月
－
6
か
月
児

（
今
回
は
平
成
6
年
4
月
か
ら
6
月

生
ま
れ
の
人
が
対
象
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
内
容
　
医
師
に
よ
る
診
察
、
身
体
測

定
、
保
健
婦
に
よ
る
保
健
指
導

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
健
康
診
査
票
、
ハ
ス
タ
オ
ル

●
料
金
　
無
料

●
そ
の
他
　
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し

ま
す

伽
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
挑
戦

じ
ょ
う
よ
う
祭
り
「
全
日
本
さ
ん
ま
選
手
権
」
出
場
チ
ー
ム
募
集

「
さ
ん
ま
」
と
は
、
昔
使
わ
れ
て
い

た
木
そ
り
。
こ
れ
を
人
力
だ
け
で
引
き
、

タ
イ
ム
を
競
う
レ
ー
ス
が
上
陽
町
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
地
域
や
職
場
の
皆
さ
ん

で
チ
ー
ム
　
（
五
人
以
内
）
　
を
組
ん
で
参

加
し
ま
せ
ん
か
。

大
腸
が
ん
検
診
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

検
診
は
予
約
制
で
す
。
検
診
日
積
の

中
か
ら
都
合
の
よ
い
日
を
選
び
、
検
診

日
の
前
日
ま
で
に
保
健
衛
生
係
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
電
話
で
ど
う
ぞ
。

●
検
診
の
内
容
　
便
に
血
液
が
混
じ
っ

て
い
な
い
か
ど
う
か
を
診
る
簡
単
な

検
査
で
す
。
検
診
日
に
問
診
と
便
を

と
る
容
器
を
配
布
し
ま
す
。

●
対
象
　
4
0
歳
以
上
の
町
民
　
（
平
成
6

年
度
中
に
4
0
歳
に
な
る
人
も
含
む
。
）

●
料
金
　
五
百
円
　
（
検
診
日
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
）

予
約
は
検
診
の
前
日
ま
で
に

●
と
き
　
1
1
月
1
3
日
　
（
日
）

●
と
こ
ろ
　
じ
ょ
う
よ
う
祭
り
主
会
場

の
北
川
内
小
・
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
内
容
　
手
作
り
の
き
ん
ま
に
主
催
者

の
用
意
す
る
俵
四
百
詰
　
（
女
子
は
二

百
焦
）
　
を
載
せ
、
決
め
ら
れ
た
距
離

を
引
く
タ
イ
ム
レ
ー
ス
。

●
賞
一
般
の
部
優
勝
チ
ー
ム
に
は
貸

金
二
十
万
円
。
そ
の
ほ
か
ア
イ
デ
ィ

ア
き
ん
ま
貨
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
募
集
数
　
八
十
チ
ー
ム

●
申
し
込
み
　
1
0
月
3
1
日
　
（
月
）
　
ま
で

に
上
陽
町
役
場
企
画
振
興
課
へ
。

℡

0

9

4

3

　

（

5

4

）

　

2

2

1

1

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
央
公
民
館



福岡県書の女性白バイ部隊“ハー
ティーホワイツ観　に子どもたち－
は目をパチクリ。写真は、9月19日、秋の交通安全運動のメッセン
ジャーとして県警職員らが役場を訪れたときのもよう。運動会の練
習に来ていた遠賀IiI保育園の園児たちも出迎えに参加してくれまし
た。県警の皆さんが「園児のみんなによろしく」つて言ってたよ。

この夏の渇水時は、町民の皆様の節水により、町内が断水す
ることなく給水ができました。ご協力ありがとうございました。

遠賀町の水道は中間市といっ
しょになって20年以上経過してい

ます。遠賀町役場内にある営業所　　　　－．、草
では、水道全般の業務を行ってい　　1・：‘：＼J

ますので、水道に関することは、　　子：；岳：

気軽にお問い合わせください。
℡（293）1234内線235

番－237番

宮田遠賀線（旧国鉄垂木線）の道路 
工事に伴う ��鴎緒繍勤のお知らせ 
県道宮田・遠賀線の道路工事にともない、地図で示し 

た場所が片側交互通行となっています。工事期間中は、 

ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。 

工事期間は10月下旬までの予定です。 

●問い合わせ　北九州土木事務所建設課1係 

℡（691）2761 
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福
岡
県
立
図
書
館
の
主
催
に
よ
る
読

書
推
進
大
会
が
、
岡
垣
町
で
開
か
れ
ま

す
。
お
ん
が
に
じ
の
会
の
豊
丹
生
裕
子

さ
ん
の
文
庫
活
動
実
戦
報
告
や
漫
画

ク
ッ
キ
ン
グ
パ
パ
の
作
者
う
え
や
ま
と

ち
さ
ん
の
記
念
公
演
な
ど
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

●
と
き
　
1
0
月
1
8
日
　
（
火
）
、
午
前
1
0

時
0
0
分
～
午
後
3
時

●
と
こ
ろ
　
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ

●
参
加
寅
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
立
図
書
館
普

及
課

℡

0

9

2

　

（

6

4

1

）

　

1

1

2

3

危
険
物
取
扱
者
試
験
と

試
験
の
準
備
講
習
会

遠
賀
郡
消
防
本
部

●
危
険
物
取
扱
者
試
験

▽
と
き
　
日
月
2
7
日
　
（
日
）
、
午
前
1
0

時－
▽
と
こ
ろ
　
九
州
共
立
大
学

▽
試
験
謡
類
　
甲
種
、
乙
種
　
（
第
4
類

－
6
類
）
、
丙
種

▽
申
し
込
み
　
1
0
月
1
6
日
ま
で
に
遠
賀

郡
消
防
本
部
へ
。
（
願
書
は
同
本
部

予
防
課
に
あ
り
ま
す
）

●
準
備
講
習
会

▽
と
き
　
日
月
2
0
日
　
（
日
）
、
午
前
8

時
0
0
分
～
午
後
5
時

▽
と
こ
ろ
　
遠
賀
郡
消
防
本
部

▽
講
習
対
象
　
乙
種
第
4
類
と
丙
種

▽
申
し
込
み
　
1
1
月
1
9
日
ま
で
に
遠
賀

郡
消
防
本
部
へ
。

▽
受
講
料
　
二
千
円
（
学
生
千
五
百
円
）

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
郡
消
防
本
部
予

防
課
予
防
係

℡
　
（
2
9
3
）
　
8
1
2
5



別鯛鰯伽1月渦からOHまで

今年の述靖町文化祭は文化ふれあい

事柴による世界の舞踊の公演会、文化財
講演会などホールでの催し物が盛りたく

さんです。皆様お誘い合わせのうえ、コ
ミュニティーセンターへおいでください。

●作品展示

11月4日（金）～6日（日）

●ことものつどい　11月3日（木）

●文化財講演会　　11月4日（金）

●文化ふれあい事業・世界の舞踊

11月5日（土）

●芸能祭・おとなのつとい

11月6日（日）

逮昏縫籍衝心週間
10月11日～17日

10月13日に全国一斉公開建築パトロール

が行われます。これは、違反建築物を未然

に防止し、建築物の安全や良好な住環境の

確保を図るために実施するものです。

福　岡　県

ア
ジ
ア
が
ふ
く
・
お
か
　
時
惑
　
空
蔵
　
人
惑

日
本
文
化
デ
ザ
イ
ン
会
議
9
4
は
福
岡
市
で
開
催

毎
年
．
回
、
地
方
中
枢
都
市
で
開
催

さ
れ
て
い
る
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
発
想

と

ユ

ニ

ー

ク

な

ス

タ

イ

ル

を

も

っ

た

″
文
化
の
お
祭
り
〟
　
が
日
本
文
化
デ
ザ

イ
ン
会
談
で
す
。
十
五
回
目
の
会
議
は

福
岡
サ
ン
パ
レ
ス
を
主
会
場
に
福
岡
市

で
開
か
れ
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
、
建
築
、
文
学
、
美
術
、

音
楽
、
映
像
、
哲
学
、
評
論
な
ど
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
メ

ン
バ
ー
た
ち
が
、
領
域
を
越
え
て
シ
ン

ポ
、
ン
ユ
ウ
ム
や
講
演
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
な
ど
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

●
と
き
　
1
0
月
2
8
日
（
金
）
～
5
0
日
（
H
）

●
参
加
費
　
三
日
間
適
し
券
一
般
＝

一
万
円
、
学
生
I
I
五
千
円
　
（
2
9
円
開

催
の
夜
楽
観
は
別
途
料
金
）

●
参
加
登
録
券
取
扱
先

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
オ
レ
ン
ジ
チ
ケ
ッ

ト
、
I
R
九
州
ジ
ョ
イ
ロ
ー
ト
、
実

行
委
員
会
事
務
局

●
問
い
合
わ
せ
　
日
本
文
化
デ
ザ
イ
ン

会
談
擁
実
行
委
員
会
事
務
局
（
福
岡

県
生
活
文
化
課
内
）

℡
0
9
2
　
（
6
3
1
）
　
0
0
3
6

●
と
き
　
1
0
月
2
3
日

（
日
）
、
午
前
9
時

0
0
分
～

●
と
こ
ろ
　
遠
駕
総

合
運
動
公
園
テ
ニ

ス

コ

ー

ト

●
種
目
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
、
一

般
男
子
ダ
ブ
ル
ス
、
一
般
女
子
ダ
ブ

ル
ス
、
混
合
ダ
ブ
ル
ス

●
参
加
資
格
　
遠
賀
町
在
住
、
在
勤
者
、

遠
賀
テ
ニ
ス
協
会
会
員

●
参
加
料
　
千
円
（
保
険
料
、
弁
当
代
、

賞
品
）
　
当
日
受
付

●
申
し
込
み
　
1
0
月
2
0
日
　
（
木
）
　
ま
で

に
遠
賀
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
内
遠

賀
町
体
育
協
会
軍
務
局
へ

℡
　
（
2
9
3
）
　
5
4
3
4

地
道
だ
け
ど
や
り
が
い
は
あ
る

青
年
海
外
協
力
隊
の
隊
員
を
募
集

あ
な
た
の
技
術
、
経
験
、
情
熱
を
開

発
途
上
国
の
人
び
と
の
た
め
に
生
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
応
募
資
格
　
2
0
歳
か
ら
約
熊
ま
で

●
募
集
期
間
　
1
0
月
1
5
日
　
（
士
）
－
∴
日

月
3
0
日
　
（
水
）

●
説
明
会
　
派
遣
の
シ
ス
テ
ム
や
待
遇

な
と
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

協
力
隊
広
報
映
画
の
上
映
や
O
B
・

O
G
の
体
験
発
表
も
あ
り
ま
す
。
入

場
は
無
料
で
す
。

▽
と
き
＝
1
0
月
2
0
日
と
Ⅱ
月
2
1
日
の
午

後
6
時
3
0
分
か
ら
9
時
ま
で

▽
と
こ
ろ
＝
小
倉
K
M
M
ビ
ル

●
問
い
合
わ
せ
　
園
際
協
力
事
業
団
九

州
支
部

℡

0

9

2

（

4

5

1

）

3

3

8

．

0

北
九
州
輪
業
能
力
開
発

短
鵜
大
学
校
の
学
生
募
集

●
募
集
定
員
　
▽
機
械
シ
ス
テ
ム
系
＝

四
十
人
▽
居
住
シ
ス
テ
ム
系
＝
一
十

人
▽
デ
ザ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
系
＝
二
十

人
▽
揖
気
電
子
シ
ス
テ
ム
系
＝
二
十

人
▽
橘
報
シ
ス
テ
ム
系
＝
四
十
人

●
応
募
資
格
　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た

（
来
春
卒
業
見
込
み
）
　
人
な
ど

●
願
書
受
付
　
▽
推
薦
入
試
＝
日
月
1

日
　
（
火
）
　
～
日
日
　
（
金
）
　
▽
一
般
人
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10 月 31 �コ ン ポ ス ト 製 造 器 �言 方 ：： 

戦勝番盛霊祭を 
日 ま で �の 購 入 助 成 を ¢二 �行います 

遠賀町遺族会の主催で戦没者慰 
● ��霊祭が行われます。 

先 ��●とき10月19日（水）、午前10 

時－ 
●ところ　遼賀町大字別府の慰霊

塔前（遠賀中学校体育館の前）
※最近、遠賀町に転入され遺族会

に入会されていない人で参加を

希望される人は、10月14日（金）

までに福祉課福祉係へご連絡く

ださい。

ご緒隠田日曜うう

カントリーウオークの参加者募集

遠賀町と岡垣町の境にある、いつも見信れ
た山なみの最高峰が馬頭岳（206㍍）です。

今回は千代九日から山頂を目指して尾根を歩
きます。途中、展望台で、遠賀平野を眺め四

方の山々の説明を聞きながら昼食をとります。
●と　き

10月16日（日）、午前9時受付開始

●集合場所　遠賀中学校の玄関前

●持ってくるもの　弁当、水筒など

●服　装

長ズボン、長そでの上着など山登りができ
る服装

●対i　亀

どなたでもどうぞ（小学生以下は保護者が

同伴してください）
●鯵棚貴　一人300円

●豊山指導

フアミiノーキャンプの指導者　松井萱さん

●申し込み

10月13日（木）までに町教育委貴会社会教

育課へ　℡（293）1234　内357

●問い合わせ

遠賀レクリエーションの会の野中さん

℡（293）2065

il、 

藷騒転義江三㌢姦逐 
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従
業
員
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事

業
主
は
、
労
働
保
険
　
（
雇
用
保
険
・
労

災
保
険
）
　
に
加
入
す
る
こ
と
が
法
律
で

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

雇
用
保
険
は
、
従
業
員
が
失
業
し
た

場
合
に
失
業
給
付
を
行
う
ほ
か
、
失
業

の
予
防
や
雇
用
機
会
の
増
大
を
行
う
事

業
主
に
対
し
て
〓
疋
の
条
件
に
よ
り
各

種
助
成
金
を
支
給
し
ま
す
。

労
災
保
険
は
、
従
業
貝
が
業
務
上
ま

た
は
通
勤
途
上
の
災
害
に
通
っ
た
場
合

に
事
業
主
に
代
わ
っ
て
補
償
を
行
い
ま

す。
ま
だ
、
加
入
手
続
を
と
ら
れ
て
い
な

い
事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
従
業
員
が
安

心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

準
監
督
署
で
加
入
の
手
続
を
と

恥

入

一

人

一

器

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
労
働
部
雇
用

保
険
課
℡
0
9
2
　
（
6
5
1
）
　
1
1

1
1
ま
た
は
、
福
岡
労
働
基
準
局
労

災
業
務
課
℡
0
9
2
　
（
4
1
1
）
　
4

8
〆
0
3

●
料
金
　
二
千
六
百
円

●
申
し
込
み
　
1
0
月
3
1
日
　
（
月
）
　
ま
で

に
保
健
衛
生
係
へ
。
申
し
込
み
の
際

は
料
金
と
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
配
付
方
法
　
1
1
月
中
旬
以
降
に
自
宅

ま
で
お
屈
し
ま
す
。

●
そ
の
他
　
コ
ン
ポ
ス
ト
製
造
器
に
は

発
酵
促
進
剤
が
一
箱
付
き
ま
す
。
ま

た
、
発
酵
促
進
剤
　
（
一
箱
三
百
円
）

は
保
健
衛
生
係
の
窓
口
で
常
時
販
売

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
〈
だ
さ

試
＝
1
年
1
月
9
日
　
（
月
）
　
～
2
0
日

（金）
●
試
験
日
　
▽
推
薦
入
試
＝
日
月
2
5
日

（
金
）
　
▽
一
般
入
試
＝
1
年
2
月
1

日　（火）

●
要
項
の
請
求
・
問
い
合
わ
せ

北
九
州
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

学
務
課
℡
（
9
6
3
）
0
1
2
5
　
〒

㈱
北
九
州
市
小
倉
両
区
志
井
〓
ハ
六

五
－
一
（
三
百
九
十
円
切
手
を
同
封
）

直
方
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
カ
レ
ッ
ジ
の

直
方
コ
ン
ビ
ユ
　
工
機

圏
囲
随
聞
融

へ
の
対
応
を
可
能

に
す
る
情
報
処
理

技
術
と
個
性
豊
か

な
教
育
を
モ
ッ

ト
ー
に
産
・
学
・

官
で
運
営
し
て
い

ま
す
。

●
募
集
学
科
（
定
員
）
　
　
▽
偶
報
ビ
ジ

ネ
ス
科
　
（
五
十
人
）
　
▽
情
報
シ
ス
テ

ム
科
　
（
五
十
人
）

●
対
象
　
高
等
学
校
卒
業
（
来
春
卒
業

見
込
み
を
含
む
）
　
ま
た
は
、
同
等
以

上
の
学
力
の
あ
る
人
、
お
よ
び
企
業

留
学
生

●
願
書
受
付
　
1
0
月
3
日
か
ら
2
6
日
ま

で
。
以
後
1
年
3
月
ま
で
毎
月
行
い

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
両
方
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
・
カ
レ
ッ
ジ

℡
0
9
4
9
2
　
（
3
）
　
0
2
0
0
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繍酔紺蕗
10月20日（木）

午後1時から4時まで
旧商工会館（遠賀川）で
心配ごと相談との合同相談になって

います。

●問い合わせ　役場庶務係
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畿
縮
、
畠
綴
藍
霊

総
面
積
一
一
十
二
・
一
四
両
　
「
水
と
緑
』
　
多
く
の
自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
わ

た
し
た
ち
の
町
。
現
在
二
十
四
の
行
政
区
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
も
、

素
敵
な
場
所
、
話
題
に
な
る
こ
と
な
ど
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ
と
　
「
お
ん
が
」
　
を
紹

介
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

芙
蓉
区
の
誕
生
は

昭
和
5
7
年

昭
和
5
2
年
ご
ろ
虫
生
津
の
旧
国
鉄
室

木
線
沿
い
に
住
宅
団
地
の
開
発
が
始
ま

り
ま
し
た
。
開
発
面
積
七
万
二
千
九
百

二
十
平
方
告
の
、
こ
の
団
地
が
後
の
芙

蓉
区
と
な
り
ま
す
。
区
長
さ
ん
の
話
で

は
、
最
も
入
居
が
早
か
っ
た
人
で
昭
和

5
4
年
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
着
々
と

団
地
の
人
口
も
増
え
、
昭
和
5
6
年
3
月

末
に
は
、
五
十
二
世
帯
、
百
九
十
四
人

が
住
む
地
区
に
発
展
し
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
、
虫
生
津
区
に
含
ま
れ
て
い
た
芙

蓉
団
地
は
、
昭
和
5
7
年
4
月
1
日
、
芙

蓉
区
と
し
て
分
区
、
遠
賀
町
の
一
行
政

区
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

した。こ
の
芙
蓉
区
も
、
現
在
で
は
、
ほ
ぼ

入
居
が
完
了
し
、
今
年
8
月
末
の
人
口

は
八
百
三
十
六
人
　
（
二
百
三
十
世
帯
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

若
い
世
代
の
多
い
地
区

ス
ポ
ー
ツ
熱
は
盛
ん
で
す

芙
蓉
区
は
若
い
世
代
の
住
民
が
多
い

と
い
う
新
し
い
団
地
な
ら
で
は
の
特
徴

を
持
つ
地
区
、
そ
れ
だ
け
に
ス
ポ
ー
ツ

熱
が
盛
ん
で
す
。
特
に
、
子
ど
も
た
ち

の
活
躍
は
目
さ
ま
し
く
、
こ
の
夏
の
公

民
館
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
で
は
、
す
ぼ
ら
し
い
成
績

を
お
さ
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
す
ぼ
ら
し
い
の
は
成
績
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
醸
成
も

図
っ
て
い
る
の
が
こ
の
地
区
で
す
。
毎

年
4
月
に
は
、
浅
木
小
学
校
の
体
育
館

を
使
っ
て
、
区
内
の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
を
行
い
、
区
民
の
親
睦
を

深
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
こ
の
地
区
は
、
子
と
も
相
撲

が
盛
ん
と
の
こ
と
。
平
成
2
年
4
月
に

芙
蓉
区
と
晒
町
区
の
間
に
完
成
し
た
虫

生
津
運
動
広
場
に
は
、
区
民
手
作
り
の

土
俵
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
土
俵
を
使
っ

て
子
と
も
た
ち
が
け
い
こ
に
励
ん
で
い

ま
す
。
地
域
の
人
た
ち
が
指
導
に
あ
た

り
、
練
習
は
週
に
四
回
も
行
わ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。
お
と
な
り
の
出
生
津
区

や
遠
く
は
鬼
海
区
か
ら
も
こ
ど
も
相
撲

の
招
待
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
地
域

や
校
区
を
越
え
た
交
流
を
深
め
て
い
ま

す。盆
踊
り
や
老
人
会
で
も

区
民
の
交
流
を
深
め
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
以
外
で
の
区
民
の
交
流
で

は
、
夏
の
盆
踊
り
や
老
人
会
の
活
動
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
盆
踊
り
は
、
毎

年
8
月
の
初
め
に
区
の
中
央
に
あ
る
半

田
ケ
崎
運
動
公
園
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
は
自
衛
隊
か
ら
祇
園
太
鼓
も

参
加
し
、
盛
大
な
催
し
に
な
り
ま
し
た
。

若
い
世
代
の
人
が
多
い
地
区
だ
け

に
、
老
人
会
に
入
っ
て
い
る
人
は
少
な

く
わ
ず
か
二
十
二
人
。
し
か
し
、
少
な

い
な
が
ら
も
最
近
で
は
活
動
も
活
発
に

な
り
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
大
正
琴
な
ど

で
親
睦
を
深
め
る
人
た
ち
が
増
え
て
き

早
期
開
通
が
望
ま
れ
る
県
道

た
そ
う
で
す
。

若
い
パ
ワ
ー
で
ま
ち
づ
く
り

こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
な
地
区

「
芙
蓉
区
を
、
二
言
で
言
う
な
ら
ハ

ツ
ラ
ツ
と
し
た
地
区
。
若
い
人
た
ち
が

多
い
し
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が

こ
だ
ま
す
る
・
・
・
」
と
区
長
さ
ん
。

ま
だ
、
区
が
発
足
し
て
わ
ず
か
十
二
年
。

し
か
し
、
こ
の
十
二
年
間
で
さ
え
旧
国

鉄
室
木
綿
の
廃
止
そ
し
て
、
そ
れ
に
伴

う
県
道
の
整
備
な
ど
ま
わ
り
の
様
子
は

ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
区
民

に
と
っ
て
こ
の
県
道
は
、
通
学
時
の
子

ど
も
の
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

早
期
開
通
が
望
ま
れ
る
施
設
で
す
。

区
長
さ
ん
は
「
施
設
の
整
備
も
進
み
、

し
だ
い
に
地
区
も
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要

な
若
い
パ
ワ
ー
は
十
分
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
が
楽
し
み
な
地
区
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

西
目
回
国

私
事
で
恐
縮
で
す
が
8
月
に
二
人
目
の
子

が
誕
生
し
ま
し
た
。
上
の
子
の
と
き
も
そ
う

だ
っ
た
の
で
す
か
、
名
前
を
付
け
る
の
に
一

苦
労
。
出
生
届
の
提
出
期
限
ぎ
り
ぎ
り
ま
で

ま
で
悩
み
に
悩
ん
で
や
っ
と
付
け
た
名
前
。

漢
字
た
っ
た
二
文
字
の
名
前
で
す
が
い
ろ
ん

な
思
い
入
れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
名
前
を
広
報
紙
な
ど
に
間
違
え
て

載
せ
ら
れ
た
ら
き
っ
と
し
ゃ
く
に
ぎ
わ
る
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
の
に
、
今
ま
で

の
広
報
の
中
で
人
の
名
前
を
間
違
え
た
こ
と

が
何
度
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
か
と
反
省
。
こ

ち
ら
の
校
正
ミ
ス
、
担
当
課
か
ら
上
が
っ
て

き
た
源
稿
の
間
違
い
と
理
由
は
様
々
で
す

が
、
〝
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
〟
。

先
月
号
の
水
泳
の
井
上
雅
代
さ
ん
、
そ
し
て
、

今
ま
で
間
違
え
て
鼓
せ
て
し
ま
っ
た
皆
さ

ん
、
本
当
に
ご
め
ん
を
さ
い
。

「
名
前
は
、
両
親
の
思
い
入
れ
が
ぎ
っ
し

り
詰
ま
っ
て
い
る
ん
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
人

の
も
う
一
つ
の
頗
な
ん
だ
」
　
こ
れ
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
憤
重
な
編
集

を
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。
（
英
）

区
民
手
作
り
の
土
俵
で
は
、
暗
く
な
る
ま

で
子
ど
も
相
撲
の
練
習
が
行
わ
れ
て
い
た


